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令
和
六
年
十
二
月
十
六
日

第
二
十
一
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
度
に
斎
行
さ
れ
た
祭
典
・
行
事

【
月
次
祭
】
四
月
～
九
月(
月
二
回

）

※
参
列
者
の
延
べ
人
数
は
百
九
十
二
名
で
し
た
。

【
四
月
】
令
和
六
年
度

神
社
会
計
監
査
（
二
十
五
日
）･

昭
和
祭(

二
十

九
日
、
二
名
）

【
五
月
】

第
十
四
回
総
代
会
（
十
一
日
、
十
四
名

）

【
六
月
】

崇
敬
会
会
計
監
査
（
二
十
五
日
）

夏
越
の
大
祓(

三
十
日
、
三
十
名
）

【
七
月
】

白
蛇
神
社
崇
敬
会
役
員
会(

六
日
、
六
名
）

【
八
月
】

大
掃
除(

四
日
）
・
白
蛇
供
養
祭(

十
六
日
、

二
十
五
名
）

※
保
存
会
主
催

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭(

十
二
日
）
※
保
存
会
主
催

神
宮
神
嘗
奉
祝
祭
（
十
七
日
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
）
・
新
嘗
祭
（
二
十
三
日
）

【
十
二
月
】

大
掃
除(

一
日
）･

例
祭(

十
六
日
）

年
越
の
大
祓(

三
十
一
日
）

【
一
月
】

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭
（
三
日
）
・
紀
元
節
祭

（
十
一
日
）

祈
年
祭
（
十
七
日
）
・

天
長
祭
（
二
十
三
日
）

【
御
鎮
座
十
三
年
祭
に
つ
い
て
】

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
に
御
鎮
座
大
祭

を
斎
行
し
て
よ
り
二
度
目
の
巳
年
を
迎
え
ま
す
。

令
和
七
年
正
月

の
初
詣
は
お
そ

ら
く
数
万
人
の

参
詣
者
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
駐
車

場
も
七
百
㍍
離

れ
た
小
学
校
の

校
庭
の
み
と
し

ま
し
た
。

初
詣
に
来
ら

れ
る
方
々
の
み

な
ら
ず
、
地
域

の
方
々
も
歓
待
の
心
待
ち
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
準
備
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

※

右
の
写
真
は
昨
年
度
の
例
祭
で
す
。

◎
来
年
度
（
令
和
七
年
度
）
予
定

【
四
月
】

昭
和
祭
（
二
十
九
日
）
・
総
代
会
（
未
定
）

【
五
月
】

端
午
の
節
句
祭
（
五
日
）

【
六
月
】

夏
越
の
大
祓
（
三
十
日
）

【
七
月
】

七
夕
祭
・
崇
敬
会
役
員
会
（
未
定
）

【
八
月
】

大
掃
除
（
三
日
）

白
蛇
供
養
祭
（
十
六
日
）

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭
（
十
一
日
）
・
神
宮
神
嘗
奉

祝
祭
（
十
七
日
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
）
・
新
嘗
祭
（
二
十
三
日
）

【
十
二
月
】

大
掃
除
（
七
日
）
・
例
祭
（
十
六
日
）

年
越
の
大
祓
（
三
十
一
日
）

【
一
月
】

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭(

三
日
）
・
紀
元
節
祭
（
十
一
日
）

祈
年
祭
（
十
七
日
）
・
天
長
祭
（
二
十
三
日
）

令
和
七
年
（2

0
2
5

）
は
、
昭
和
の
改
元
か
ら
百
年
、
先

の
大
戦
（
大
東
亜
戦
争
）
敗
戦
か
ら
八
十
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
わ
が
国
は
内
外
と
も
に
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
歴
史
に
学
び
、
祖
国

日
本
の
伝
統
・
文
化
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
せ
う
か
。
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■

令
和
七
年
の
月
次
祭
《
乙
巳
》
き
の
と
み

【

一
月
】
十
二
日
（
日
）･

二
十
四
日
（
金
）

【

二
月
】
五
日
（
水
）･

十
七
日
（
月
）

【

三
月
】
一
日
（
土
）･

二
十
五
日
（
火
）

【

四
月
】
六
日
（
日
）
・
三
十
日
（
水
）

【

五
月
】
十
二
日
（
月
）･

二
十
四
日
（
土
）

【

六
月
】
五
日
（
月
木
）･

二
十
九
日
（
日
）

【

七
月
】
十
一
日
（
金
）･

二
十
三
日
（
水
）

【

八
月
】
四
日
（
月
）･

二
十
八
日
（
木
）

【

九
月
】
九
日
（
火
）･
二
十
一
日
（
日
）

【

十
月
】
三
日
（
金
）･
二
十
七
日
（
月
）

【
十
一
月
】
八
日
（
土
）･

二
十
日
（
木
）

【
十
二
月
】
二
日
（
火
）･

二
十
六
日
（
金
）

※

巳
の
日
が
三
度
あ
る
月
は
、
月
初
め
と
月
末

の
巳
の
日
が
月
次
祭
と
な
り
ま
す
。

（
月
二
回
巳
の
日
、
九
時
半
よ
り
）

令
和
七
年
厄
年
表
（
数
へ
年
）

【
男
性
】

二
十
五
歳
（
平
成
十
三
年
生
）

本
厄

四
十
二
歳
（
昭
和
五
十
九
年
生
）

六
十
一
歳
（
昭
和
四
十
年
生
）

【
女
性
】

十
九
歳
（
平
成
十
九
年
生
）

本
厄

三
十
三
歳
（
平
成
五
年
生
）

三
十
七
歳
（
昭
和
六
十
四
年
生
）

当
神
社
で
の
厄
祓
祈
願
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
御
予
約
を
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

祈
願
さ
れ
た
方
に
は
、

祈
祷
し
た
木
札
と

御
守･

御
神
酒
等
の
撤
饌
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
崇
敬
会
会
員
継
続
の
お
願
ひ
】

来
年
度
（
令
和
七
年
度
）
の
会
員
継
続
の

方
の
た
め
に
払
込
取
扱
票
を
同
封
し
ま
し
た

の
で
、
宜
し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
社
務

所
で
も
承
つ
て
を
り
ま
す
。

［
新
し
い
御
札
を
お
祀
り
し
ま
せ
う
］

新
年
を
迎
へ
る
に
あ
た
り
、
神
棚
を
清
め
、

新
た
に
受
け
ら
れ
た
御
札
を
お
祀
り
し
ま
す
。

新
し
い
御
札
に
は
、
こ
の
一
年
を
お
守
り
い
た

だ
く
御
神
霊
の
力
が
宿
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

お
伊
勢
さ
ま
の
御
札
（
神
宮
大
麻
）
を
受
け

ら
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
お
祀
り
し
て
ゐ
た
御
札
は
、
過
ぎ
し

一
年
が
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
神
社

に
納
め
ま
す
。

社
務
所
に
は
一
月
八
日
ま
で
に

御
持
参
く
だ
さ
い
。
お
祓
ひ
の
後
に
、
錦
帯
橋

河
原
で
行
は
れ
る
「
と
ん
ど
祭
」
に
て
、
お
焚

き
あ
げ
し
ま
す
。

【
令
和
六
年
度
崇
敬
会
役
員
会
】

七
月
六
日
（
土
）

六
月
二
十
五
日
崇
敬
会
の
監
事
で
あ
る
中
村
さ

ん
と
二
宮
さ
ん
に
令
和
五
年
度
の
崇
敬
会
の
会
計

当社では、神宮

大麻と合はせて

受けて頂くこと

をお願ひしてゐ

ます。

監
査
を
お
願
ひ
し
ま

し
た
。
出
納
簿
・
関

係
諸
帳
簿
・
領
収
書

・
預
金
通
帳
等
の
監

査
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。

そ
の
結
果
、

い
づ
れ
も
誤
り
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
、

七
月
六
日
の
役
員
会

に
て
報
告
し
て
貰
ひ

ま
し
た
。

尚
、
差
引
残
高

六
十
三
万
七
千
五
百
八
十
七
円
に
つ
い
て
は
、
六

年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
大
幟
旗
一
対
、

神
社
境
界
木
柵
の
修
繕
、
縁
石
補
修
工
事
、
防
犯

カ
メ
ラ
二
台
の
設
置
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

※

次
頁
に
写
真
を
掲
載
し
て
ゐ
ま
す
。

◎

会
員
数
・
二
八
七
個
人
と
二
二
団
体

〔令和５年度崇敬会収支決算書〕
《歳入》・振替入金額 ￥ 382,000

・預金入金額 ￥ 437,000
・前年度繰越 ￥ 1,164,574

合 計 ￥ 1,983,574
《歳出》・振替手数料 ￥ 18,102

・郵送関係費 ￥ 75,250
・会議費 ￥ 17,701
・会報等印刷費 ￥ 35,914
・注連縄 3 本費 ￥ 964,590
・神社への奉納 ￥ 200,000
・事務費 ￥ 15,330
・寄附･慶弔費 ￥ 19,000

合 計 ￥ 1,345,887
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防
犯
カ
メ
ラ
二
台
の
設
置
と
大
幟
旗
一
対
に

つ
い
て
は
十
一
月
末
に
納
入
の
予
定
で
す
。

神社境界木柵の修繕

（４カ所）

本
殿
・
拝
殿
の
補
修
工
事

（
数
カ
所
）

【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】（
十
六
）

《
津
市
地
鎮
祭
訴
訟
問
題
》
そ
の
二

昭
和
二
七
年
に
独
立
を
回
復
し
た
に
も
か
か
は
ら

ず
、
占
領
下
の
「
神
道
指
令
」
下
の
ご
と
き
政
教
関

係
に
復
す
る
危
険
性
を
こ
の
判
決
は
示
唆
し
て
ゐ
ま

す
。
神
社
界
は
こ
の
名
古
屋
高
裁
の
判
決
に
愕
然
と

す
る
と
と
も
に
、
再
び
「
神
道
指
令
」
下
の
状
況
を

つ
く
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
想
ひ
が
油
然
と
し
て
起
こ

り
ま
し
た
。
神
社
本
庁
は
直
ち
に
角
永
津
市
市
長
の

支
援
を
決
定
し
ま
し
た
。
角
永
市
長
も
同
月
に
最
高

裁
へ
上
告
し
ま
し
た
。
神
社
本
庁
に
は
地
鎮
祭
訴
訟

特
別
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
一
般
市
民
へ
の
啓
発

を
始
め
法
廷
対
策
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。
神
社
界

か
ら
も
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
神
政
連
を
中
心
に
神
社

界
が
一
丸
と
な
つ
て
取
り
組
む
体
制
が
整
へ
ら
れ
ま

し
た
。

神
社
界
以
外
で
も
、
「
政
教
関
係
を
正
す
会
」
や

「
津
地
鎮
祭
問
題
を
考
え
る
学
者
文
化
人
の
会
」
な

ど
が
結
成
さ
れ
、
様
々
な
活
動
が
行
は
れ
ま
し
た
。

当
然
、
最
高
裁
に
対
す
る
要
望
書
も
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
つ
て
か
、
昭
和
五
二
年
七
月
、
最

高
裁
か
ら
合
憲
と
の
判
決
の
言
ひ
渡
し
が
行
は
れ
ま

し
た
。
上
告
以
来
六
ヶ
年
、
発
端
か
ら
十
二
ヶ
年
、

憲
法
の
政
教
条
項
に
対
す
る
最
高
裁
の
判
例
が
確
定

し
ま
し
た
。
神
社
本
庁
を
中
止
と
し
た
様
々
な
活
動

の
成
果
で
あ
り
ま
し
た
。

《
最
終
》

《
白
蛇
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
》
紹
介

『
白
蛇
へ
の
想
い
』（
二
）

八
百
屋

操
子

作

し
っ
と
り
と
湿
り
気
を
帯
び
て
、
ぬ
め
ぬ
め
と
光

る
真
っ
白
な
肌
、
た
だ
い
ま
は
保
護
舎
の
中
で
飼
育

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
少
々
黄
味
色
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
自
然
の
中
に
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
時

は
、
と
て
も
美
し
い
艶
が
あ
り
ま
し
た
。
ル
ビ
ー
色

に
澄
ん
だ
目
、
愛
ら
し
い
目
許
を
し
て
お
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
き
は
ら
っ
て
体
を
く
ね
ら
せ
る

白
蛇
の
姿
は
、
妖
艶
な
魔
性
の
美
し
さ
を
思
わ
せ
ま

す
。う

す
暗
い
天
井
の
梁

の
陰
か
ら
急
に
出
て
来

て
、
も
の
憂
げ
に
体
を

く
ね
ら
せ
る
。
決
し
て

急
が
な
い
し
、
人
が
そ

ば
を
通
っ
て
も
あ
わ
て

て

逃

げ

る

こ

と

も

な

く
、
ま
さ
に
貴
婦
人
の

貫
禄
。
と
き
に
は
静
止

し
て
十
秒
ち
か
く
も
大

あ
く
び
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
白
蛇
に
土
地
の
人
び
と
は
酒
を

さ
さ
げ
た
り
生
卵
を
供
え
た
り
し
ま
す
。

白
蛇
は
開
運
の
神
様
で
、
こ
れ
を
祀
れ
ば
金
儲
け

が
で
き
る
と
信
じ
、
一
時
期
、
一
頭
五
万
円
と
も
十

万
円
と
も
言
わ
れ
て
捕
ま
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
地
元
の
人
は
絶
対
に
手
を
出
し
ま
せ
ん
。
白

蛇
の
意
に
そ
む
く
こ
と
を
す
る
と
、
畳
の
上
で
は
死

ね
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
又
、
白

蛇
に
出
合
っ
た
妊
婦
は
、
美
人
の
子
供
が
生
ま
れ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
く
ね
く
ね
閑
暇
を
楽
し
む
白
蛇
も
、

あ
や
し
く
殺
気
立
つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
獲

物
を
ね
ら
う
時
の
姿
勢
で
す
。
体
が
と
て
も
大
き
く

見
え
て
目
は
き
び
し
い
ま
で
に
輝
き
、
そ
の
威
圧
感

に
は
一
寸
ひ
る
み
ま
す
。
そ
れ
は
一
瞬
の
出
来
事
で

す
が
、
稲
妻
の
よ
う
に
躍
り
か
か
り
ま
す
。
小
動
物

を
ね
ら
い
、
雀
で
も
獲
り
ま
す
。
子
蛇
は
こ
お
ろ
ぎ

な
ど
の
昆
虫
類
を
食
べ
ま
す
。

白
蛇
に
対
し
て
も
地
元
の
信
仰
は
昔
も
今
も
変
わ
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っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
昭
和
二
年
頃
、
帝
人
岩
国
工
場

建
設
現
場
で
白
蛇
を
い
じ
め
た
こ
と
が
あ
り
、
間
も

な
く
事
故
が
起
き
て
工
場
側
で
「
白
蛇
供
養
」
を
し

て
厄
払
い
を
し
て
い
ま
す
。

十
年
前
に
主
人
が
亡
く
な
り
、
密
葬
の
日
の
出
棺

と
い
う
時
、
思
い
も
か
け
ず
白
蛇
が
出
て
門
の
上
を

這
い
、
横
切
っ
て
庭
に
消
え
た
の
を
私
は
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
家
で
白
蛇
を
見
た
最
後
で
す
。

屋
形
船
が
川
面
に
浮
か
び
、
情
緒
豊
か
だ
っ
た
今
津

川
周
辺
の
面
影
も
、
白
蛇
へ
の
想
い
と
共
に
薄
れ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

［
完
］

《
昭
和
六
十
一
年
発
刊
歌
文
集
「
今
津
」
よ
り
》

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

令
和
六
年
七
月
～
令
和
六
年
十
一
月
号

○

『
憲
法
一
代
記
』

西
修
著
、
育
鵬
社

○

『
日
本
を
守
る
た
め
、
明
日
か
ら
戦
え

ま
す
か
？
』

葛
城
奈
海

著
、
ビ
ジ
ネ
ス
社

○

『
日
本
列
島
は
す
ご
い
』

伊
藤
孝
著
、
中
公
新
書

○

『
若
者
が
選
ん
だ
安
倍
晋
三
一
〇
〇
の

こ
と
ば
』

安
倍
晋
三
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
幻
冬
舎
社

○

『
後
に
続
く
を
信
ず
』

岩
田
温
著
、
か
や
書
房

○

『
放
送
禁
止
。
』

百
田
尚
樹･

有
本
香
著
、
飛
鳥
新
社

○

『
日
本
人
の
歴
史
哲
学
』

岩
田
温
著
、
産
経
セ
レ
ク
ト

○

『
「
い
い
人
」
の
本
性
』飯

山
陽
著
、
飛
鳥
新
社

○

『
国
史
教
科
書
』

竹
田
恒
泰
著
、
令
和
書
房

［
創
建
十
二
周
年
を
記
念
し
て
］

こ
の
十
二
月
で
ち
よ
う
ど
十
二
周
年
を
迎
へ
る
記

念
と
し
て
天
井
画
へ
の
加
筆
が
行
は
れ
ま
し
た
。

美
術
家
で
も
あ
る
三
桝
正
典
教
授
（
広
島
女
学
院
大

学
）
に
よ
る
も
の
で
、
見
上
げ
る
位
置
に
よ
つ
て
違

つ
て
見
え
る
天
井
画
と
な
つ
て
ゐ
ま
す
。

崇
敬
会
員
の
方
で

あ
れ
ば
、
社
務
所
の

神
職
に
そ
の
旨
を
お

伝
え
す
れ
ば
ご
案
内

を
し
ま
す
の
で
、
御

遠
慮
な
く
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

尚
、
三
桝
先
生
の

参
拝
記
念
画
（
第
四

弾
）
も
授
与
し
て
い

ま
す（

二
千
円
）

◎
令
和
七
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
授
与
し
て
ゐ
ま
す
。

○

皇
室
カ
レ
ン
ダ
ー

１
２
０
０
円

○

伊
勢
の
神
宮
カ
レ
ン
ダ
ー

９
０
０
円

○

靖
国
神
社
カ
レ
ン
ダ
ー

５
０
０
円

※

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
に
て

御
注
文
く
だ
さ
い
ま
せ
。

一
月
の
元

日
か
ら

五

日

ま
で
は

麻
里
布
小

学

校
の

校
庭
が
臨

時
の

駐
車

場
と

な
り

ま
す
。
約

七

百
㍍
の

徒
歩
と

な

り
ま
す
が
、

ご
寛
恕
く

だ

さ
い
ま

せ
。

参拝記念画


